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【様式１】 

＜エントリーシート＞ 
 
※ 事 務 局 記 入 欄

№：C - 16  

部門 
校内研修 部門 

学校名・氏名 
千葉県立長生特別支援学校 

活動名 
特別支援学校学校安全研修 
多職種校における安全研修の在り方 

課題の設定： 

学校健康教育の三領域(学校安全、学校保健、学校給食)に特別支援学校では以下の視点が加わる。 
・学校安全：スクールバスや多岐に渡る自力通学の計画 消防法による防火管理基準が異なる 
・学校保健：医療的なケアへの対応 災害時における緊急薬の預り  
・学校給食：再調理の形態が個に応じている 摂食指導（誤嚥の防止） 
 また、教諭、事務職員、養護教諭等の教職員の数の多さに加え、看護師、スクールバス運転手、バス介助
員、調理員等、職種も多岐に渡る。 
 学校安全に係る職員の研修内容を学校安全計画に明記し、学校の全職員に徹底されることを目標にする。 

方針・計画： 

 教職員の数が多く、また、他職種であり、学校安全に係る内容も多岐に渡る特別支援学校において、安全で
安心な学校を作るためには、安全に係る研修内容を学校安全計画に明記し、全職員で研修に取り組む中
で、随時見直しや追記をしながら研修内容を共有していくことで、安全に対する意識を醸成、維持し、児童生
徒が楽しく学校生活を送れるであろうという仮説を立て取り組んだ。 

活動内容： 

・学校安全：学校安全計画の確認＜資料２、３＞ 不審者対応＜写真１＞ スクールバス内での発作や
津波発生時の初期対応＜写真２＞ 消火訓練 通学路やスクールバス停の安全確認 起震車（保護
者、地域向けを含む研修） 学校安全（夏季休業中 他校や他県の防災教育の実践も紹介）  

・学校保健：心肺蘇生・AED 使用 水泳の授業中等における発作時等の対応 医療的ケアが必要な児童
生徒の緊急時対応 嘔吐時の対応や緊急薬の預り等の確認 アレルギー・エピペン使用 

・学校給食：調理器具の劣化等に関する確認 過去の異物混入死亡事故から学ぶ 再調理 摂食指導 

活動の成果：  

夏季休業中の研修アンケート等より（職員）○他県での取り組みを知ることができ見聞が広がった。今後授
業でも防災・安全の視点を意識しながら、どの教科等につながっていくのかも考えて授業を構成したい。○いつ起
こるのか分からない災害を、いろいろな場面で想定して（校外学習や修学旅行）考えておくことが大切だと思っ
た。避難等について、他の先生方の考え方も伺うことができて勉強になった。○命を預かっていることを一番に考
え、臨機応変な対応ができるように常に意識をもっていたいと思った。○「我がこと意識」が高まった。毎日の生活
の中から防災や安全に結び付けて指導・実践をしていきたい。 

アピールポイント（アイディアや工夫）： 

・今まで行っていた防災・安全に関する研修を学校安全計画 
に視覚的に網羅することで、学校安全への理解が深まった。 

・今までの訓練や研修等について、学校全体の視点でつなぎ、 
話し合いながら考える研修を夏季休業中に行ったことで、 
学校安全への意識が高まるとともに、日常生活における 
安全についても考えるようになった。＜資料１＞ 

・管理職（事務長や教頭）や安全に係る分掌チーフの連携   ＜資料１＞夏季休業中の研修スライド 
により、他職種職員も含めて組織的な研修が実施された。     

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜写真１＞訓練の前に職員の不審者対応研修 ＜写真２＞他職種によるスクールバスの緊急時対応研修                
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      ＜資料２＞随時見直しや追記をし PDCA サイクル実施を踏まえた学校安全計画 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
＜資料３＞組織活動・連携の欄に、教職員研修の視点を明記し、視覚的に共有・意識できるようにする。  




